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障害を併せ有する子どもの指導例 ～全校授業研究会から～ 

つちこちゃん きぬたくん でんでんくん あぶみ先生 

秋田市立Ａ小学校では、「自立活動」のうち「障がい理解に関すること」 

を難聴児童２人（５年生）が主体となって学習し、学年の友だちに向けた 

「耳の勉強会」として発表しています。先生と一緒に学習計画を立て、自 

分たちが伝えたいことについて調べたり、発表するための原稿やプレゼン 

データを作成したりします。会の進行も児童が協力して行います。 

年に一回行ってきた学習会では、これまで「自分のきこえについて」「日頃困っている 

こと」等を自分のことばで友だちに伝えることを積み重ねてきました。きこえにくさを 

友だちに知ってもらうために、聴覚支援学校職員による難聴擬似体験等も取り入れていま 

す。今年度は「エキマトペ」についての発表でした。 

「エキマトペ」とは、駅のアナウンスや電車の音といった環境音を、文字や手話、 

オノマトペとして視覚的に表現する装置です（昨年ＪＲの一部駅で実証実験）。 

「きこえる人と同じタイミングで情報が分かる」「きこえにくい人だけではなく、漢字が読めない子どもにも

分かりやすい」と、調べたことに基づいた自分の考えを友だちに発表しました。先生の「『エキマトペ』より

も優先すべきことがある、という意見もある。皆さんの考えはどうですか？」という問い掛けに、ほとんどの

児童が「エキマトペに賛成」と手を挙げました。これまでの「耳の勉強会」の積み重ねに基づく障がい理解、

「分かりやすさはみんなに共通」という意識の定着が感じられました。難聴児童からも、達成感にあふれた表

情で「友だちに分かってもらってうれしかった」という感想が聞かれました。 

〔画像：日本財団ジャーナルより〕 

本校の第１回全校授業研究会で、小学部５年の国語の授業が提示されました。知的障害を併せ有する女児１

名の授業で「せんせいと おはなししよう」という単元で、写真や絵を手掛かりに休日のことを思い出しなが 

ら教師とやり取りをし、それを基に絵日記をかく活動でした。授業の様子を紹介します。 

  

         
・写真を見ながら教師の質問に答え、休日に母と一緒に昼食を作ったことを楽しそう

に手話等でやり取りしていました。ご家庭から写真を提供していただいたそうです。 

・「どこ？」等の質問に答えることがまだ難しいという実態があり、やり取りの中では

選択肢を示すなどして誘導する様子が見られました。 

 

・児童からの表出を教師が絵やカードで表し、それを「手話→指文字→平仮名→再度指文字

や手話」と繰り返し表現するなど、定着を促すための丁寧な押さえが見られました。 

・平仮名表記を確認する場面でも、「まま」などの分かる言葉は自分で書く、「いえ」や「ぴ

ーまん」は平仮名の５０音からカードを選ぶなど、実態把握がしっかりされているからこ

その、いろいろな工夫が見られました。 

・様々な気持ちの表現をイラストとともに手話で提示し、そのときの気持ちを 

確認していました。気持ちの言葉も加えて、絵日記の文にしました。 

 

☆様々な手段で一緒に表現したり、共感してもらったり褒められたりする場面がたくさんあり、児童は

とてもいきいきしていました。楽しくやり取りしながらの積み重ねを感じた授業でした。 

 

 



高等部説明会から～参加者の感想～ 

 

 

 

 

・先輩と語る会・中学生の交流会（12/15）のお知らせ 

・全校授業研究会（11/2、17、22）のお知らせ 

・手話学習会（11/13＊職員向け）のお知らせ 
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11/１３（月） 手話学習会 １５：５０～   初級・中級・上級のグループに分かれて、楽しく学習します。       
お問合わせ、参加申し込みは、前日迄に、自立活動部（小松）へお願いします。 

全校授業研究会  第３回 １１/20（月） 中学部 2・3 年保健体育科 「医薬品の利用」 

第４回 １１/27（月） 幼稚部 3 歳児保育 「プレゼントをつくろう」 

申し込み締切１１/１０（金） 研究部（中野）までお願いします。 

１２/１５（金） 先輩と語る会 １３：３０～１４:２０  

 本校の卒業生の体験談から卒業後の生活や仕事について知ったり、学校生活で気を付けるとよいことを考

える機会にしたりします。講師は、 深澤 紘 さん（平成 30年高等部卒：TDKエレクトロニクスファクトリ

ーズ勤務）です。対象は、中・高校生、保護者、担当者です。この後、対象の皆さんには、ご案内をお送り

します。  ◆「中学生の交流会」 ～ 「先輩と語る会」に参加後、行います。 

   

『補聴援助システムロジャー』 一口メモ  

 タッチスクリーン、ロジャーオンともに、話者の声を直接補聴器や人工内耳に届けられる便利な機器です。 

正しく使って、教師の話や児童生徒の発言を難聴児にしっかり届けましょう。 

 １ 電源を入れたら聞こえをチェック  

：故障を教師に伝えられず数か月過ごした例がありました。迅速な故障対応のためにも、 

授業開始前に難聴児と教師間で動作確認をしましょう。 

２ 適正距離は 15～２０㎝   

：首掛けや胸ポケットに入れた場合のマイクと口元の距離です。音量が大きい場合は、距離を 

少し離してみましょう。タッチスクリーンは、ボリウム調整機能があります。オンはボリウムを自 

動調整します。うるさい、音が小さいなどの場合は補聴器のボリウム調整も活用しましょう。 

 

口元からマイク

まで１５～２０㎝ 

15～２０㎝ 

９月２８日（木）本校で、高等部説明会が行われ、校内外から５名の中学生とその保護者、担任の先生方が

参加しました。学部の説明を聞いた後、高等部の授業参観や寄宿舎の見学をしました。そのときの様子と参加

した生徒の感想を一部紹介します。 

聴覚支援学校の説明

会に出てみていろいろ

な授業を見て、楽しそう

だなと思ったし、寄宿舎

にも泊まってみたいな

と思いました。 

授業やコースの説明がと

てもわかりやすくて、こうい

う学び方もたくさんあるん

だと思いました。実際に授業

参観をして、どの科も楽しそ

うだなと思いました。 

聴覚障害者向けの学校なので聞こえやすいよ

うに工夫されていた。生徒が少ないのはちょっと

さびしいと思ったが生徒が少ないから先生と向

き合いやすく、将来や進路に関する相談にもしっ

かり向き合ってくれそうだなと思いました。自分

たち耳の聞こえにくい人向けに いろいろしてく

れているのがとても嬉しいと思いました。 

お知らせ 
 



  


